
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５０回生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

 ３年前、初めて学年主任を務めることになり、あっという間に過ぎた３年間でした。学年の理念と

して、進取（しんしゅ）という校訓や校歌からのキーワードのもと、歩んでいきました。様々な場面

で、皆さんの慣習などにとらわれず、進んで新しいことに取り組もうとする姿に触れ、この精神に基

づく成長ができていると感じています。これからは多可高卒ということに誇りを持ち、堂々と歩んで

いってください。３年間、皆さんのかけがえのない時期にかかわれたことを嬉しく思います。 

 最後に、これからの人生、くじけず、懸命に生きて、生きて、生き抜いてください。人生は、これ

からです。どう生き、どう歩むかは、これからの生き方にかかっています。一度きりの人生、無駄に

生き、後悔しないようにしてください。そして、保護者の方々や先生方、地域の方々など、様々な方

から受けてきた支援を必ず社会へと還元していってください。皆さんの活躍をとても楽しみにしてい

ます。 

学年主任：赤穂
あ こ う

 大
だい

輔
すけ

（情報科）  

 

 

 「俺ら（うちら）多可高生やから」。私が多可高校に赴任してから、何百回と耳にしてきた言葉です。

そう口にしながらも、やるときはやる、頑張るときは全力で頑張る生徒たちでした。文化祭や体育大

会では、自分のためだけでなく、クラスのために力を尽くす姿が印象的でした。 

 3年生になると進路活動が本格化し、自己実現に向かって懸命に取り組む皆さんの姿が強く心に残っ

ています。進路が決まり始めてからも、活動を続ける仲間に温かい言葉や励ましをかける生徒が多く、

本当に優しい学年だと改めて感じました。 

 この 3 年間、大変だったことや苦しかったこと、喜びや悔しさなど、さまざまな思いを経験してき

たと思います。それらを乗り越えてきた皆さんなら、きっと大丈夫です。胸を張って、新天地へ向か

ってください。応援しています。 

 卒業おめでとう。 

１組担任：鍛治
か じ

 直
なお

幸
ゆき

（地理歴史科・公民科）  

 

 ５０回生の皆さん、卒業おめでとう。初めは何をするにしても後ろ向きな言葉が多くあまり積極的

ではなかったですが、学年が上がるにつれて文句を言いながらでもやるべきときはやる前向きな姿勢

を見て成長を感じていました。また、文化祭や体育大会、球技大会などの行事ごとでは協力し合いな

がら皆で取り組む姿勢が印象的でした。この３年間、笑い合い喜び合いともに時間を過ごせたことを

本当にうれしく思っています。これから先、うまくいかないことや苦しいことなど壁にぶつかること

があると思いますが高校生活で得た学びや経験を生かしてそれぞれの道を歩んでください。壁は乗り

越えられる可能性のある人にしかやってきません。チャンスだと思って何事も諦めずに挑戦してくだ

さい。応援しています！ 

２組担任：左
さ

納
のう

 悠
ゆう

貴
き

（保健体育科）  

 

 

 ５０回生の皆さん、並びに保護者の皆様、ご卒業誠におめでとうございます。 

 ４月当初から変わらずにある皆さんへの印象は、感情表現が豊かで、前向き。また頑張る友の背中

を全力で押してあげられる心意気と、感謝の気持ちを真っ直ぐ伝えることのできる素直な心を持った

生徒たちだということ。１年間、共に奮闘する戦友として、そして一番の理解者であれるような家族

として、学年団の先生方と共に、傍らで君たちの成長していく姿を見守れたこと、また今日という佳

き日に、自分で切り開いた進路に向かって羽ばたいていく、凛々しく晴れやかな後姿を見送れること、

とても嬉しく感じます。 

 皆さんの手にする卒業証書には、自らが３年間、様々な課題と

一心に向き合い、乗り越えてきた万感の思いと、穏やかであたた

かな日々の思い出が詰まっていることでしょう。 

その卒業証書に、思い出を振り返るようにひとりひとりの顔を思

い浮かべながら、親御さんにつけていただいた素敵なお名前を、

心を込めて書かせてもらいましたよ。私も、とっても楽しくて、

毎日が幸せだったなあ。仲良くしてくれて本当にありがとう。こ

の先歩まんとする人生が、ここで得た仲間や経験、そしてこれか

ら紡がれていく縁や希望によって、さらに彩り豊かで幸せなもの

となるよう、心から願っております。 

副担任：田中
た な か

 真里
ま り

（国語科）  
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